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構造物の設計や、地盤の変形を予

測・検討する際には、地盤の強度特性

や変形特性・圧密特性を正確に把握す

る必要があります。地盤の強度特性や

変形特性・圧密特性を確認する方法と

しては、原位置地盤にて直接調査する

方法もありますが、検討対象となる地

盤から、サンプリングにより乱さない

試料を採取して、室内土質試験により

それら諸定数を求めるのが一般的です。 

乱さない試料の採取方法には、ボーリング孔の孔 

底にサンプラーを降ろして、圧入または回転して採取する

チューブサンプリングと、土をブロック状の塊にして、直

接採取するブロックサンプリングがあります。 

サンプラーの構造と適用地盤の関係は、社団法人地盤工学会によって基準化されています。 
 

 

固 定ピストン式  

シ ンウォールサンプラー  

ロ ータリー式二重管サンプラー  

(通 称 :デ ニソン ) 

ロ ータリー式三重管サンプラー  

(通 称 :ト リプル ) 

概 
 

況 
 

図 

 

 

 

 

 

  

  

孔径  φ 86 m m  φ 1 1 6 m m  φ 1 1 6 m m  

構 造 

所定の長さのサンプリングチューブを地盤に連続

的に押し込み、土試料を採取する方法です。 

外側の回転するアウターチューブで土を切削しな

がら、内側の回転しないサンプリングチューブを

地盤に押し込み、土を採取する方法です。 

外側の回転するアウターチューブで土を切削しな

がら、内側の回転しないインナーチューブを地盤

に押し込み、インナーチューブ内に装着したライ

ナー内に土を採取します。 

適合  
軟弱な粘性土のサンプリングに適用します。 

 

中位から硬い粘性土のサンブリングに適用しま

す。脆弱な風化岩にも適用できる場合があります。

中位から硬い粘性土及び砂質土・礫質土のサンプ

リングに適用します。 

長所  沖積粘性土のサンプリングに最適です。 やや硬い洪積粘土まで対応します。 ほぼ全ての土質に対応します。 

短所  礫分が混じる土質には対応しません。 ボーリング孔径が大きくなります。 ボーリング孔径が大きくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンプリング技術 

凡例 :◎ 最適○適     出 典 :地 盤調査法 (社 団法人  地 盤工学会 ) 

摩擦・支持力の検討、すべり破壊・ヒービング・圧密など地盤破壊の検討に最適 

( S A - 0 1 ～ 0 3 )  
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ボーリング機材は、通常クレーン付2tトラックで運搬します。機械本体、足場機材、ボー

リング櫓やボーリングロッド、ケーシングなどの周辺機材など全て1台の2tトラックで運

搬することができます。 

2tトラックで運搬できない場合は、ボーリング機材を解体することで軽トラックや特捜

車またはモノレールなどで小運搬することができ、あらゆる現場に搬入させることが可能

となります。 

 

クレーン付2tトラック 

能力  
２ｔ吊２ｔトラック 

積載荷重  2,000kg 

寸法 (mm) 
L×W×H 

5,990×1,880×2,105 

燃料  軽油  

 

重量  4,375 

 

クレーン付2tトラック(ユニック性能) 

空車時最大  

クレーン容量
2 . 3 3 t × 1 . 7 m  

ブーム段数  3段～4段  

最大作業半径 6.23m 

 

最大地上揚程 7.70m 

 

特捜車運搬  

最大積載  400 k g  

寸法 (mm) 
L×W×H  

1 , 910×740×980  

適用  地形傾斜20°程度まで対応 

 

重量  250kg 

 

機材運搬 ( T O , K O )  

( T O - 0 1 ～ 0 4 )  

( K O - 0 1 ～ 0 3 )  
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モノレール運搬 

最大積載  300kg 

寸法 (mm) 
レール幅(運搬クリアランス) 

約1.0m 

適用  地形傾斜70°程度まで対応 

 

適用距離  10m～1,000m以上  

 

人  肩  運  搬  

作業員  2名  

適用距離  10m～50m程度  

地形傾斜  20°程度まで対応 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( K O - 0 8 )  

( K O - 0 4 ～ 0 7 )  
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比較的交通量が多く、車両規制が必要となる道路上や、住宅密集地及び市街地域を除き、

作業完了までの間、ボーリング機材は現場に残置します。 

機材残置に関しては、作業員の安全確保に十分な対策を講じるのは無論、一般交通への

配慮や地元関係者への気配りなど、十分な対策を講じます。 

 

保安施設の設置(バリケード) 

方法  バリケードによる仮囲い 

作業範囲  

(規制範囲) 
5m×5m 

その他  
必要に応じて夜間点滅灯を四

方に設置 

 

  

 

保安施設の設置(バリケード) 

方法  単管バリケードによる仮囲い

寸法 長さ3m～5m 

その他  
必要に応じて夜間点滅灯を設

置 

 

  

 

保安施設の設置(セフティーコーン) 

方法  
セフティーコーンによる仮囲

い 

作業範囲  

(規制範囲) 
5m×5m 

その他  
必要に応じて夜間点滅灯を四

方に設置 

 

  

 

 

 

保安施設 

( H O - 0 2 )

( H O - 0 2 )

( H O - 0 1 )  

( H O )  
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保安施設の設置(工事看板) 

方法  工事看板の設置 

その他  各種看板の設置が可能  

  

 

  

 

保安施設の設置(交通誘導員) 

方法  交通誘導員の配置 

その他  規制車両などにも対応可能 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( H O - 0 4 )  

( H O - 0 5 )  
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ボーリングによる地質調査を完了し、機材を全て撤去した際、調査地盤にはφ10cm前

後のボーリング孔が残ります。 

道路上や市街地など、そのまま放置することにより二次的な災害を発生させる可能性が

ある現場では、ボーリング孔を適切な方法で処理する必要があります。施工現場内などで

は必要ない場合もありますので、現場条件に応じて対応します。 

 

調査孔閉塞  

方法  砕石充填  

適用  
湧水する可能性がある地盤に

は不向き 

  

 

  

 

調査孔閉塞  

方法  モルタル注入 

適用  
地下水を遮断するため、湧水

する可能性がある地盤に最適

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

調査孔閉塞 

( H E - 0 1 )  

( H E )  

( H E - 0 2 )  
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 ボーリング調査を行うには、ボーリング機械を安定して現地に設置させるための作

業足場が必要となります。 

 ボーリング足場は平坦地、市街地、傾斜地、ため池、河川または海上など、現場条

件に適合した様々な方法により仮設することが可能です。 

 

ボーリング足場仮設 

方法  平坦地足場  

適用  
道路上、市街地など平坦な地

盤に適用 

仮設時間  30分程度  

 

人員  2名で仮設  

 

ボーリング足場仮設 

方法  傾斜地足場  

適用  
地形傾斜 15°～ 45°程度ま

で対応 

仮設時間  
半日～1日  

(現場条件による) 

 

人員  3～4名で仮設 

 

ボーリング足場仮設 

方法  水上足場  

適用  

水深3m程度以内まで対応 

(干 潮 時に海底が露出するこ

とが条件) 

仮設時間  
1日  

(現場条件による) 

 

人員  4～5名で仮設 

 

 

足場仮設 ( A S )  

( A S - 0 1 )  

( A S - 0 2 )  

( A S - 0 3 )  
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ボーリング足場仮設 

方法  
水上足場(スパット台船) 

4～5名で仮設 

仮設方法  

陸上で仮設  

25t～ 45tの ラフタークレー

ンを使用 

仮設時間は約1日  

仮設条件  

海岸に面した野積場などの平

坦地で仮設  

仮設に必要なヤードは40m×

40m程度  

運搬方法  
曳航船にてボーリング調査位

置まで搬入  

地質調査  
調査位置海底に鋼管脚を固定

し設置完了  

天候の変化  
波浪や風、特に台風が発生し

た場合には注意が必要  

 

解体撤去 仮設方法と同じ 

( A S - 0 4 )  
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ボーリング調査は直径 10cm 足らずのピンポイントの調査のため、調査位置の管理

が重要となります。 

調査内容によっては、位置管理を必要としない場合もありますが、その場所・その

位置における「地質を知りたい」「着岩深度を知りたい」といった場合には、正確な位

置出し測量・地盤高観測が必要です。 

 

位置出し測量 

作業  位置出し測量 

方法  光波測距儀を使用 

人員  2名  

 

  

 

地盤高観測  

作業  地盤高観測  

方法  自動レベルを使用 

人員  2名  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画準備 ( S O )  

( S O - 0 1 ～ 0 3 )  

( S O - 0 4 ～ 0 6 )  
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1 .ボ ー リ ング柱状図の作成  
 

ボーリングの結果はボーリング柱状図に反映します。 

柱状図の作成にあたっては、ボーリングや標準貫入試験時に採取した試料の観察結果及

びボーリング時に記録した掘進速度、掘削流体の状況などを総合的に判断して、土質名、

地層の境界、各地層の特徴、硬さや締まりの程度、孔内水位、原位置試験の実施位置など

の情報を記載します。  

柱状図には土質柱状図と岩盤柱状図とがあります。調査対象の地質条件または、調査結

果の利用目的に応じて使い分けます。 

 

 

●土質柱状図 
粘土・砂・礫など、主に土質を対象

に調査した場合に適用します。 

土の種類や土の中に含まれる混入

物及び、礫の種類・形状・大きさなど

の情報を記載します。  

また、ボーリング柱状図には地下水

位や標準貫入試験の N 値、サンプリン
グ深度などの情報を記載することが

できます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●岩盤柱状図 
その地域の基盤となる岩盤を対象

に調査した場合に適用します。 

岩石名や岩質、RQD やコアの形

状・風化の度合い及び、岩級区分な

どの情報を記載します。 

また、土質柱状図と同様に、地下

水位や標準貫入試験の N 値、サンプ
リング深度などの情報を記載するこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料整理 ( D O , D A , O P , M E )  

( D O - 0 1 ～ 0 6 )  

( D O - 0 1 ～ 0 6 )  
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2 .推 定 地層断面図の作成  
 

ボーリング柱状図を作成した後に、地層断面図を作成します。 

推定地層断面図は、地盤性状の検討を行う上で最も基礎的で、かつ重要な資料であり、

新規の設計計画または、施工方法の検証は、全て地層断面図に基づき行われます。 

 

 

●CAD処理しない地層断面図 
専用ソフトにて地層断面図を簡易

的に作成します。 

簡易的な作成とはいえ、ボーリング

柱状図のデータが正確に反映される

のは無論、オールカラーで地層の境界

も分かり易く、また縦横のスケール概

念も持ち合わせています。 

基本性能は CAD データの地層断面

図と変わりませんので、十分な成果品

といえます。 

用紙サイズは A3 サイズまで対応し

ています。データ納品の場合は pdf

形式となります。 

 

 

●CAD処理する地層断面図 
CAD を使用して地層断面図を作成

します。 

CAD デ ー タ で す の で 、 オ ー ル カ

ラーで、より高精度な地層断面図の作

成が可能となります。データでの納品

にも対応しており、AutoCAD 形式、

DXF 形式または SFC 形式など、ご要

望に合わせてお納め致します。 

また、既存の CAD データを貸与頂

ける場合は、当該調査結果を反映しお

納めすることもできます。 

用紙サイズに制約はありません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( D A - 0 1 )  

( D A - 0 2 ～ 0 3 )  
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3 .報 告 書の作成  
 

地質調査完了の証として、地質調査報告書を作成します。 

弊社標準の報告書は、「調査位置図、調査概要、調査数量、ボーリング柱状図、推定地

層断面図、現場管理写真」の構成としています。 

チェックボーリングのような、比較的簡易な地質調査の場合に備えて、必要最小限度に

項目を抑えることにより、できる限り低価格でご提供できるような方針とさせて頂いてお

ります。 

また、調査結果に基づくコンサルティングをご要望される場合にも対応できるよう、

様々なオプションをご用意させて頂きました。 

 

 

●ボーリングコア写真の撮影 
ボーリングにより採取したコアを、

デジタルカメラにて撮影します。  

オールコアボーリングの場合にの

み対応します。 

解像度は 200 万画素以上を標準と

していますので、クリアな画像をご提

供することができます。 

ボーリング柱状図と比較すること

により、調査結果の解釈を深めること

ができます。 

 

 

 

 

●土の硬軟、締り具合の考察 
ボーリングにより採取したコアや、

標準貫入試験結果を基に、土層・地層

の堆積状況について記述します。  

調査地周辺の地形図や地質図、また

は空間データなどを利用して、総合的

に検証します 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地下水位に関する考察 
ボーリング調査で確認した各調査

地点の孔内水位を基に、地下水位の分

布について考察します。 

土質に着目するだけではなく、周辺

の地形地質を参考に、滞水層や不透水

層の分布状況または、季節的な影響な

どについても考察します。 

また、データ量に応じて水位コン

ターなどを作成します。 

 

 

 

第

四

紀

完

新

世

地 質 年 代

新

生

代

土層.地層区分

埋 土

沖積砂質土層

沖積礫質土層

始新世

更新世

第三紀

洪積砂質土層

砂 岩

色 調

6

3

9

24

145

平均N値 特　　徴

砂質土・礫質土を主体とする締まり具合
の緩い土層である。

礫質土を主体とする締まり具合の緩い土
層である。
最大礫径φ30mmである。

砂質土を主体とする密な締まり具合を呈
するの土層である。最大礫径φ30mm,含
礫率は25％程度である。

砂質土を主体とする締まり具合の緩い土
層である。最大礫径φ70mm,含礫率は13
～15％程度である。

N値50以上を呈する軟岩(DH級)の岩盤であ
る。
一軸圧縮強度qu＝1469.5(kN/㎡)

Uc

Ds

Ag

As

a

( O P - 0 2 )  

( O P - 0 1 )  

( O P - 0 3 )  

( O P - 0 4 )  
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●地盤の透水性に関する考察 
現場透水試験または、土の粒度試験

を実施他場合、事犯の透水性を評価す

ることができます。 

透水性を評価することによって、地

盤掘削を行う場合や下水道関連など、

湧水対策あるいは補助工法検討など

を行う必要がある現場の、施工管理に

非常に有効なデータとなります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

●土層内の礫に関する考察 
杭基礎工法において、中間層に巨

礫・転石がある場合、杭が曲がる、掘

削に時間を要する、礫当りにより杭本

体を破損するなどの障害が生じる場

合があります。 

また、下水道の推進工法においても、

施工機械や工法選定に際して、掘削の

難易を判断するために、土層中の礫・

転石の混入状況に着目する必要があ

ります。 

ボーリングにより採取した巨礫・転

石の大きさや形状・硬さなどの情報を

正確に把握し報告します。 

 

 

 

●標準貫入試験(N 値 )の集計 
杭基礎や直接基礎の支持力検討や、

設計定数である粘着力や内部摩擦角

など、N 値を基に推定する場合、各土
層や地層毎に N 値の集計を行い、平均
値を求めておく必要があります。  

ただ、N 値は礫当りなどの影響によ
り跳上る場合が多いため、必ずしも適

正な値が得られているとは限りませ

ん。 

それら疑わしき値を補正または棄

却することにより、その地盤を代表す

る適正な設計 N 値を求めます。  
 

 

 

 

 

 

 

 

透水係数 (cm/s) 状 態 表 現

E-7より小さい 実質上不透水（practically impermeable）

E-7　～　E-5 非常に低い（very low）

E-5　～　E-3 低い（low）

E-3　～　E-1 中ぐらい（medium）

E-1より大きい 高い（high）

土の透水係数と状態表現（Terzaghi-Peck）

10-9 10-8 10-7 10-6 10-5 10-4 10-3 10-2 10-1 100 101 102

中位

透水係数k(cm/s)

高い

粘性土

微粒砂,シルト

砂-シルト

粘土混合土

砂および礫 清浄な礫

実質上不透水 非常に低い 低い

BOR.NO.2(GL-24.00m 付近) 

写真はボーリングコア実測 

BOR.NO.2(GL-24.00m 付近) 

写真はボーリングコア実測

0～10 10～20 20～30

埋土層 a 1.15 ～ 1.45 1/20 1/15 2/35 1.7 1.7 1.7 1.7

2.15 ～ 2.45 2 1 2 5.0 5.0

3.15 ～ 3.45 3 2 3 8.0 8.0

4.15 ～ 4.45 6 6 7 19.0 19.0

5 7 10 22.0

5 5 5 15.0 15.0

6.15 ～ 6.45 6 5 5 16.0 16.0

7.15 ～ 7.45 3 4 3 10.0 10.0

8.15 ～ 8.45 5 6 7 18.0 18.0

9.15 ～ 9.45 2 3 2 7.0 7.0

10.15 ～ 10.45 3 3 3 9.0 9.0

11.15 ～ 11.45 1 1 1 3.0 3.0

12.15 ～ 12.45 1 2 2 5.0 5.0

13.15 ～ 13.45 2 1 2 5.0 5.0

14.15 ～ 14.45 1 2 2 5.0 5.0

15.15 ～ 15.45 1 2 2 5.0 5.0

16.15 ～ 16.45 2 1 2 5.0 5.0

17.15 ～ 17.45 1 1 2 4.0 4.0

18.15 ～ 18.45 10 10 10 30.0 30.0

19.15 ～ 19.28 17 18 15/7 50/27

20.15 ～ 20.45 14 14 13 41.0 41.0

8 10 6 24.0

6 6 6 18.0 18.0

沖積
砂質土層

As1 22.15 ～ 22.45 1 1 1 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

23.15 ～ 23.45 2 1 1 4.0 4.0

24.15 ～ 24.45 2 2 2 6.0 6.0

25.15 ～ 25.45 4 5 5 14.0 14.0

26.15 ～ 26.45 2 4 3 9.0 9.0

27.15 ～ 27.45 2 2 2 6.0 6.0

28.15 ～ 28.45 4 2 3 9.0 9.0

29.15 ～ 29.45 15 23 12/6 50/26 57.7

30.15 ～ 30.45 21 19 10/6 50/26 57.7

31.15 ～ 31.45 25 25/6 50/16 93.8

14.0 9.5

93.8 69.7

19.0 8.7

29.7

6.0 5.0

沖積
砂質土層

As1

洪積
礫質土層

3.0

4.0

57.7

As2

沖積
粘性土層

6.0

Ac

沖積
砂質土層

5.15 ～ 5.45

沖積
礫質土層

Ag

21.15

Dg

　N 値 集 計 表

土質区分
層序
記号

標準貫入試験
深度（ｍ）

10㎝毎の打撃回数 N値
(回)

最小N値
(回)

平均N値
(回)

BOR.NO.1

換算N値
(回)

最大N値
(回)

～ 21.45

18.0 41.0

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

N

値

個

数

0～5  5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50以上

N値範囲

上部砂質土層(計画構造物A)

S61.NO.4

S61.NO.3

S61.NO.2'

S61.NO.5

S61.NO.2

S61.NO.1

BOR.NO.2

BOR.NO.1

( O P - 0 5 )  

( O P - 0 6 )  

( O P - 0 8 )  
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値

沖積粘土

洪積粘土

：
：
：
：
：
：
：
：

＝0.720

610

10

10

10

10

2

3

4

5

210 101 10 3

Ｎ

2Ｒ
Ｅ＝670 Ｎ0.986

2
変
形
係
数
　
 
(
k
N/
m
 
)

Ｅ

沖 積 砂
沖 積 礫

洪 積 砂
洪 積 礫
ピ ー ト
岩 盤

●地盤定数の設定 
設計に用いる地盤定数については、

原位置試験や設計 N 値または、土質試
験により求めた実測値などを基に、各

種技術基準において、概略設計等に適

用されている、表・図あるいは相関式

などを参考にして、適切な値を提案し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地盤の液状化に関する考察 
地盤が緩く詰まった飽和砂質土層

の場合、地震時に液状化が生じる可能

性がありますので、地盤が液状化する

か否かの予測及び判定を行う必要が

あります。  

 
1.  地下水位が現時盤面から 10m 以内にあり，か

つ，現時盤面から 20m 以内の深さに存在する

飽和土層  

2 .  細粒分含有率 FC が 35％以下の土層，または，

FC が 35％ を超えても塑性指数 IＰ が 15％ 以下

の土層  

3 .  平均粒径 D50 が 10mm 以下で，かつ，10％粒

径 D10 が 1mm 以下である土層  

 

液 状化の判定方法は、道路橋示方

書・港湾基準・建築基準など、様々な

方法がありますが、対象構造物に併せ

た検討を行うことができます。 

 

 

●地盤の支持力に関する考察 
構造物基礎は、上部構造を支持し、

構造物に対して有害な沈下や傾斜を

起こさないよう支持させなければな

りません。構造物を支持する支持層は

基礎の形式や基礎に作用する荷重の

規模によって異なるため一概には決

定できませんが目安として、次の条件

が与えられています。  

 
1 .  砂 層 や 砂 礫 層 で は N 値 が 3 0 程 度 以 上

あ れ ば 良 質 な 支 持 層 と み な さ れ る  

2 .  粘 性 土 層 で は N 値 が 2 0 程 度 以 上（ q u

が 約 5 ～ 1 0 k g f / ㎝ 2 ）の 層 で あ れ ば 良

質 な 支 持 層 と し て 判 断 さ れ る  

3 .  均 質 な 岩 盤 は 、支 持 層 と し て 大 き な 支

持 力 を 期 待 で き る 場 合 が 多 い  

 

  一般的な見解や、基礎の支持力計算

に基づき、総合的に評価します。  

 

 

0

20

40

60

80

100

0.001 0.010 0.100 1.000 10.000 100.000

粒　径(mm)

通
過
質
量
百
分
率
(%
)

単位体積重量 粘着力 内部摩擦角 変形係数

γ C φ E

(kN/?) (kN/㎡) (°) (kN/㎡)

埋土層
（砂質土）

a 1 17 - 25 700
γ＝砂質土(密実でないもの)として評価
φ＝N値を基に関係式より推定

E ＝N値を基に関係式より推定

沖積
砂質土層

As2 9 17 - 32 6300
γ＝砂質土(密実でないもの)として評価
φ＝N値を基に関係式より推定
E ＝N値を基に関係式より推定

沖積
礫質土層

Ag 22 18 - 37 15400
γ＝礫(密実でないもの)として評価
φ＝N値を基に関係式より推定
E ＝N値を基に関係式より推定

沖積
粘性土層

Ac 5 16 31 - 3500
γ＝粘性土(軟らかいもの)として評価
C ＝N値を基に関係式より推定
E ＝N値を基に関係式より推定

沖積
砂質土層

As1 11 17 - 31 7700
γ＝砂質土(ゆるいもの)として評価
φ＝N値を基に関係式より推定
E ＝N値を基に関係式より推定

洪積
砂質土層

Dg 113 20 - 40 28000
γ＝礫(密実なもの)として評価
φ＝N値を基に関係式より推定

E ＝N値を基に関係式より推定

層 序
記 号

設 計
N 値

備　　考

各土層の地盤定数一覧

土 層 区 分

平均値

平均値

10

60

50

40

20

頁岩，粘板岩

三紀砂岩
中古生砂岩

泥岩

凝灰岩
凝灰角礫岩
閃緑岩・花崗岩・マサ

凡例

安山岩

岩　盤

302010

3002001007050405432

大崎式

1

100
80
60

40
30

20

10
8
6

4

3

2

内
部
摩
擦
角
（
ピ
ー
ク
）
φ
（
度
）

道示式 Ｃ＝0.1Ｎ(kgf/cm2)

道示式 Ｃ＝0.06Ｎ(kgf/cm2)

φ＝15Ｎ＋15(°)

ｎ＝139

γ＝0.345 Y＝12.106＋9.551・logｘ

σ＝11.425

Ｎ　値

ｎ＝133 σ＝0.372

γ＝0.417 log Y＝-0.703＋0.381・logｘ

粘
着
力
（
ピ
ー
ク
）
Ｃ
(
k
gf
/
c
m2
)

道示式

φ＝20Ｎ＋15(°)

表-7.30

液状化の判定タイプⅠ型（プレート境水中重量低減γt- 9.00 （kN/m3） Ⅱ種 標準値　　　khgo 0.35

基準名：道路橋示方書・同解上載荷重 0.00 （kN/m3） 0.7 設計水平震度khg 0.25
ＢＯＲ．ＮＯ．１ 地下水位面
深度 層厚 Ｎ値 細粒分含有率 単位体積重量有効土被り換算Ｎ値 動的せん断強度比 地震時せん断応力比液状化抵抗率判定
Ｚ（ｍ） （ｍ） Ｆc（％）γt（kN/ｍ３σ'v（kN/cm２） Ｎ１ Ｃ１ Ｃ２ Ｒ Ｌ ＦＬ 結果 レベル１ レベル２

0.70 0.70 - 41.4 17 11.90 - 1.628 1.74444 - 0.242 - - - -
1.31 0.61 2 41.4 17 22.27 3.6848 1.628 1.74444 0.188 0.240 0.784 - - -
2.10 0.79 - 41.4 17 28.59 - 1.628 1.74444 - 0.296 - - - -
2.30 0.20 12 7.9 18 30.39 20.3207 - - 0.280 0.306 0.914 × 1 2/3
2.80 0.50 - 7.9 18 34.89 - - - - 0.325 - - - -
3.31 0.51 2 46.3 14 37.44 3.1646 1.726 2.01667 0.185 0.345 0.537 × 2/3 1/3
4.00 0.69 - 46.3 14 40.89 - 1.726 2.01667 - 0.367 - - - -
4.25 0.25 0 71.5 16 42.64 0.0000 2.575 3.41667 0.125 0.372 0.336 - - -
5.30 1.05 - 71.5 16 49.99 - 2.575 3.41667 - 0.388 - - - -
5.31 0.01 2 8.5 17 50.07 2.8317 1 0 0.114 0.388 0.294 × 1/6 0
5.70 0.39 - 8.5 17 53.19 - 1 0 - 0.390 - - - -
6.25 0.55 0 89.9 18 58.14 0.0000 3.495 4.43889 0.143 0.392 0.364 - - -
6.70 0.45 - 89.9 18 62.19 - 3.495 4.43889 - 0.392 - - - -
7.10 0.40 - 89.9 18 65.79 - 3.495 4.43889 - 0.392 - - - -
7.30 0.20 16 9.1 18 67.59 19.7689 - - 0.273 0.392 0.697 × 1 2/3
8.10 0.80 - 9.1 18 74.79 - - - - 0.391 - - - -

土質定数低減係数N値補正係数

( O P - 0 9 )  

( O P - 1 0 )  

( O P - 1 1 )  
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スウェーデン式サウンディング試験(日本工業規格  JIS A 1221)は、

スウェーデン国有鉄道の土質委員会が不良地盤の実態調査を行うために

開発されたものであり、わが国では 1954 年頃に国土交通省の堤防地盤

調査で初めて使用され、１９７６年には JIS 規格に制定されています。

荷重による貫入と回転による貫入を併用した原位置試験であり、土の硬

軟、締り具合を判定すると共に、概略の土層構成を把握することができ

ます。砂質土、粘性土といった比較的軟弱な土質に対して非常に効果的

な試験です。ボーリング調査の補足として使用される場合もあり、標準

貫入試験(N 値 )との相関、地盤支持力との相関などが確立されています。

現在では、戸建住宅の支持力調査のほとんどが当該試験によって実施さ

れるに至っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリューポイントをロッドの先端に取り付け、調査位置に鉛直に設置します。

ロッドに 25kg の荷重を掛け、スクリューポイントが地中に貫入するか否かを確

認します。貫入しない場合はさらに 25kg づつ荷重を増やしていきます。 (25kg

→50kg→75kg→100kg) 

100kg の荷重を掛けても貫入しない場合は、そのままハンドルを回転させ、強制

的にロッドを回転させます。ロッドを 25cm 貫入させるのにハンドルを何回転さ

せたかを記録します。  

Ｎ 値 と Ｗ s w、 Ｎ s w と の 関 係       許 容 支 持 力 と Ｗ s w， Ｎ s w と の 関 係  

こんな調査がしたい 優れている点 サウンディングの利点・理由

地盤を簡単に調べたい 簡便性が良い 簡便性に優れており、持ち運びが便利で調査方法が簡単です

調査はしたいが時間をかけたくない 機動性が良い 移動が簡単なため調査測点を多く取れ、調査時間が短くて済みます

ボーリング調査ほど費用をかけたくない 経済的である 調査機械が安価で、機械ボーリングに比べて調査費が安価です

高精度の調査をしたい 連続したデータが取れる 軟弱層のデータはボーリング調査より細かく取れます

他の物性と比較したい 計算方法が確立している 換算Ｎ値及び支持力の計算方法が確立されています

他の物性値との相関関係

スウェーデン式サウンディング試験(JIS A 1221)   ( S W - 0 1 ～ 1 2 )  
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1.沈 下 が著しく所定の載荷重を維持するのが困難

となった場合。  

2.累 計沈下量が 30mm(載荷板直径の 10％ )を 超

えた場合。  

3.載 荷圧力－沈下量曲線 (P-S 曲 線 )が 急激な変曲

点を示した場合。 (A 曲線 ) 

4 .大 き な沈下・地盤変位ともに認められず試験最

大荷重に達した場合。 (B 曲線 ) 

 

以上 1～ 4 のいずれかの条件に該当した場合、除荷

を行った後試験を終了します。1～3 については、

変状が認められた時点の過重を、4 については試験

最大荷重をその地盤の極限支持力と評価します。  

 
 

地盤の平板載荷試験（JGS1521-2003）は、

地盤の強度や変形特性を直接把握できる原位置試

験です。試験が単純であること、試験終了と同時

にその地盤の支持力が容易に判断できるなど、比

較的理解し易く、迅速性に優れていることから、

2 階建て程度の低層ビルから高層ビルの支持力確

認、橋梁や砂防ダムなどの基礎地盤調査に広く用

いられています。 

試験は、直径 300 ㎜ ,厚さ 25 ㎜の円形載荷板

を油圧ジャッキにより圧力をかけて沈下させます。

沈下の測定は載荷板の周囲に取り付けた 4 つの変

位計で行い、載荷圧力と沈下量の関係から地盤の

支持力や変形特性を求めます。 

反力装置には油圧ショベル等の現場重機を適用

する場合が多いですが、現場重機が適用できない

現場条件の場合には、鉄板や H 型鋼を組合せて反

力として使用することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
測 定 デ ー タ 解 析          P - S 曲 線          L o g P - S 曲 線  

 
 

 

 

 

  

  

 

 
 

 

試 験 状 況 (全 景 )
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B 曲線 

地盤が破壊に至らなかった場合 

A 曲線 

地盤が破壊した場合 

極限支持力 

極限支持力

載荷圧力－沈下量曲線 (P-S 曲線 )の形と極限支持力  

沈下が直線的に増加 

(地盤破壊の目安)

試 験 の 終 了 と 評 価  

試 験 状 況 (計 測 装 置 )
試験データの解析状況

地盤の平板載荷試験(JGS 1521-2003)   ( H E - 0 1 ～ 1 1 )  




